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《提案２》 

・社会的な問題とは，児童が意思決定する対象となる問題のことです。他の問題等と区

別するために「社会的な問題」として表現しています。社会的な価値が対立するような

問題や社会で論争となっている問題などです。例えば，今回の場合「国家の利益を優先

すべき」と「国民の生活を大切にすべき」が対立している問題です。他にも，「新しい

文化を取り入れるべき」と「自分たちらしさを大切にすべき」や「個人の権利」と「社

会の利益」などが考えられます。児童生徒が，これらの問題を明確に理解することで，

話し合う必然性が生み出されると考えています。 

 

・問題が明解になるとは，上記のような社会的な問題の対立点が明らかになることです。

このための手立てを２点提案します。 

○児童生徒の思考(疑問や葛藤など)を促す教師の問い 

・明治政府の改革や政策について，よかった点または問題点と判断した根拠(データ，

理由付け)から社会的な価値を考えさせ，その価値が対立していることに気付かせる。 

(何が問題かを明らかにする。) 

よい(よかった)点と問題点の両面を考える必要性を問う発問として，「困ってい

る人(こと)は無視していいのか」や「気になる感想をもった友達がいるんだけど

聞きたいか」などが考えられる。 

社会的な価値について考えさせる発問として，「これは，誰にとってよいこと(よ

かった)のか」や「何がよくなる(なった)のか」などが考えられる。 

根拠を問う発問として，「どうしてそう考えたのかもう少し話して」や「教科書

(資料)のどれを見てそう考えたのか」などが考えられる。 

 これらの発問は，何がどのように問題かを発見させることを目的とし，児童生徒の反

応に応じて適切に行いたい。 

 

○思考・判断・表現を支援する板書やワークシートの工夫 

・児童生徒が，対立点を視覚的に気付くことができるように表にまとめていくこと，調

査した歴史的事象について，目的や内容，よかった点，問題点などの視点に沿って比

較できるようにして整理することが考えられる【図２，図３参照】。この際，板書とワ

ークシートをできる限り同じにし，児童生徒の思考・判断や理解を支援したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 表にしてまとめる板書の例    図３ 表にしてまとめるワークシートの例 

社会的な問題が明解になる手立て(児童生徒が話したくなる必然性を感じる手立て) 

手立て① 社会的な問題に出会わせる手立て 
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○児童生徒の思考(疑問や葛藤など)を促す教師の問い 

・社会的な問題に出会わせる手立てにより気付かせた社会的な価値の対立について，ど

ちらを支持するかを問う。(意思決定を迫る。) 

意思決定を迫る問い掛けとして，「賛成か反対か」，「より大切だと考えるか」，「優

先すべきか」などが考えられる。また，児童生徒の経験に応じて，「どちらが大切

だと考えるか」や「どれが効果があるか」など対立点を社会的な価値として理解

させる発問から，「より大切なのは？」や「優先すべきは？」など討論すべき論題

へと迫る発問へと段階的に問う必要があると考える。 

   

・手立て①と同様に，今後の討論が勝ち負けを競うことにならないよう根拠(データや

理由付けの違いが討論時の論点となる。)を論点に据え考えさせたい。 

 

 

 

 

○児童の発言や記述と評価の工夫 

・本時のめあてを示し，判断するめやす(判定基準)を児童生徒と共有しておくことで，

児童生徒の意思決定とこの根拠を述べる必要性や述べ方など考えたことを表現する

表現力を高めるための技能の指導ができると考えている。これにより，指導と評価が

一体化した授業となり，児童生徒にとっても，本時の目的を自覚して取り組むことが

できる。 

 

・討論時の論点は，根拠(データや理由付け)の違いにより明らかになる。このため，本

時の途中または振り返りで，論題に基づいて児童生徒の現段階での考えを表出させた

い。つまり，1回目の意思決定をさせる。この際，根拠を問うことが大切であると考

える。これにより，児童生徒の考えが論理的になり，表出(発言や発表，見せること

など)に向けて自信をもつようになる。これは，次時以降の学習において考えが深ま

ったことを児童生徒に自覚させることにも活用できると考える。学ぶ価値を捉え支え

る上でも表現させておきたい。 

 

・児童生徒の中でも支持する価値が違うことに気付かせる。 

本時の最後に挙手させたり，典型的な例として意図的に数名を発表させたりす

る。ただし，この目的は，児童生徒に「わたしと違う考えの友達がいる」ことに

気付かせ，「友達の考えを知りたい，話してみたい」と思わせることである。した

がって，教師が内容について善し悪しを評価してはいけない。評価するのは，根

拠の述べ方であると考える。 

 

  

以下は，公開授業１の指導案から《提案２》に基づいた本時の授業展開とその様子につい

て掲載しています。 

手立て② 討論すべき論題を見出させる手立て 

根拠を問う発問として，「どうしてそう考えたのかもう少し話して」や「教科書

(資料)のどれを見てそう考えたのか」などが考えられる。 
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平成25年10月18日(金) 有田町立大山小学校 授業者 教諭 大宅 武男(研究委員) 

 

１ 単元名  第６学年「新しい国づくりは，どう進められたの」(日本文教出版) 

※２～５については，提案１に掲載している。 

６ 本時の目標 

  明治政府の諸政策について，様々な立場や視点から見たよかった点に加え，問題点も踏まえて総合

的に考え，自分なりに評価することができるようにする。       (社会的な思考・判断・表現) 

７ 展開(全11時間 本時10/11)  

学 習 活 動 教師の働きかけ(○)と評価【 】 

１ 前時に行った明治政府の政策のよかっ

た点を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 明治政府の主要な政策について，問題

点を調べ，考える。 

・小集団での調査活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・学級全体で調査したことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の振り返り(明治政府の改革や政策について，

よかった点をまとめて考えたこと)を数名の児童に

発表させる。この際，不満をもったり不利益を被っ

たりした人の立場に触れている児童を意図的に取

り上げることで，問題点の視点に気付かせる。 

○児童の振り返りの根拠として，全てがよいことば

かりに見える近代化政策にも，一揆や反乱などが起

きたデータを見せ，本時の学習に対する意欲付けを

行い，本時のめあてを設定する。 

 

 

○それぞれの政策の問題点を深く考える時間を確保

するため，グループごとに１つの政策の問題点を

調べるように割り当てる。また，これにより，学

級全体で確認する必然性を設定し，各グループで

の調査に責任をもたせ，意欲付けを行う。 

○当初は，教科書や資料集だけで調査活動させる。

調査が行き詰まるグループには，時間を置いて手

掛かりになる資料を配付する。 

○グループで情報を共有できるように，記録係が確

認しながら，まとめていくように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 明治政府の政策についてよかった点(や問題点もふくめて)考えよう!!! 

※よかった点は前時に学習

していたため，前時のめあ

てに（ ）内が付け加わり，

本時のめあてとなる。 

困っていた人は
無視して考えて
いいですか？ 

無視はできないよ。問題
点も含めて考えよう。 

これは問題点だよ。だ
って，今までは…。 

なるほど！その通
りだね。 

  内が発表した内容 

よかった点 問題点 

平成 25 年度プロジェクト研究小・中学校社会科教育研究委員会 公開授業研究会①－２(授業の様子) 
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８ 本時の評価 

単元の 

評価規準 

 

明治政府の目指した国づくりと影響を受けた国民の生活とを比較したり，総合した

りして，過去の出来事を現在や未来の発展に生かすことを考え，適切に表現している。 

 本時の 

評価規準 

明治政府の諸政策について，様々な立場や視点から見たよかった点に加え，問題点

も踏まえて総合的に考え，自分なりの評価を適切に表現している。 

(社会的な思考・判断・表現) 

判定基準 

(判断するめやす) 

 

 

 

 

 

「十分満足できる」状況(Ａ) 「おおむね満足できる」状況(Ｂ) 「努力を要する」状況(Ｃ) 

 複数の政策のよかった点

と問題点を踏まえ，明治政

府の改革や政策を評価し，

根拠を示して記述してい

る。 

 

 １つの政策のよかった点

と問題点を踏まえ，明治政

府の改革や政策を評価し，

根拠を示して記述してい

る。 

 

(Ｂ)に達しない児童 

 

 

 

 

  →「努力を要す

る」状況と判断

した児童に対

する支援策 

 →他の政策からも考えるこ

とができないか声かけを行

う。 

→板書やワークシートを参

考に社会的な問題について，

一緒に振り返り，判断させ，

記述を促す。 

評価方法 ワークシートの記述 

 

３ 次時に明治政府の政策について討論を

行うことを課題としてもつ。 

 ・社会的な問題を見出し，論題を作る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りのポイントを基に，自分の考え

を書く。 

  

 

 

 

 

 

○根拠に含まれる立場や視点(費用や時間，不平等さ

など)を基に，それぞれの問題点を関連付ける。 

○よかった点や問題点について，「誰にとって」や「何

に困るの」などと問い掛け，「国の発展を優先し，

国民の生活に我慢を強いられた」ことを明らかに

し，「国家の発展」と「国民の生活」で価値観が対

立していることを理解させる。 

○「どちらが大切か？」から「どちらを優先すべき

だと考えるか？」へ段階的に問うことで，国家にと

って，国民にとっての価値付けから，価値判断に迫

るようにする。これにより，どちらを選んでも価値

があることを捉えさせ，自分の意思決定へと誘う。 

 

 

○振り返りとして，明治政府の政策について，国の利

益と国民の生活のどちらを優先すべきだったかを，

よかった点や問題点も踏まえて書かせる。【評価】 

 

○考えが違う児童を指名し，結論(○○を優先すべき)

だけを述べさせ，話し合う必要性を感じさせること

で，論題へと導き次時への意欲付けとする。 

 論題 明治政府は国の利益と国民の生活のどちらを優先すべきだったのか。 

振り返りのポイント 

どちらが
大切です
か？ 

う～ん…。 
どちらも 
大切です。 

どちらも大切だけど，どち
らを優先すべきだろうか？
あなたはどう考える？ 


